
南区及び⻄蒲区の⼀部における⽣活交通効率化事業の概要

令 和 ８ 年 ７ 月 １ ７ 日
新 潟 市 都 市 政 策 部
都 市 交 通 政 策 課
南 区 地 域 総 務 課
西 蒲 区 地 域 総 務 課

■路線バス【幹線】
・⼤野⽩根線（⽩根〜⻘⼭/新潟駅方面行）【新潟交通G自主運行】
・味⽅線（⽉潟〜味⽅〜⻘⼭/新潟駅）【国庫補助バス】
・⼩須⼾線（新潟〜酒屋〜⼩須⼾）【国庫補助バス】
・⽮代⽥線（潟東/⽩根〜⽮代⽥〜新津）【国庫補助バス】
・⾅井線（潟東/⽩根〜⾅井〜新津）【国庫補助バス】

■路線バス【支線】
・⽩根ー曽根線（⽩根〜越後曽根駅）
・⽩根ー巻線（⽩根〜巻駅）
・⽩根ー加茂線（⽩根〜新潟経営⼤学） など

■南区バス
・北部ルート ・⼤鷲ルート ・庄瀬ルート ・東部ルート
・⽩根・さつき野ルート・新飯田・茨曽根ルート ・まちなか循環ルート

■南区予約型乗合タクシー
・⼤鷲エリア ・鷲卷エリア ・庄瀬エリア ・小林エリア
・臼井エリア ・新飯田・茨曽根エリア ・根岸・⽩根エリア

■住⺠バス
・⽉潟住⺠バス

【市単補助バス】

（７ルート）

（７エリア⇔⽩根地区等）

…低利用・低収支等の課題がある今回の改善検討の対象路線

現状 ＜南区及び⻄蒲区の⼀部における現状のバス路線等＞
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改善検討対象路線
このまま運行し続けると・・・
・定時定路線は減便・廃便などにより便数が少なく利便性が低下
・予約型乗合タクシーは予約に手間、時間がかかる
・燃料費や人件費などの上昇により運行経費が増加 など

・定時定路線については利用者減少に伴い減便・廃便等を重ねてきている
・区バスが運行していない時間帯を電話受付による予約型乗合タクシーで補完 など

定
時
・
定
路
線
バ
ス

これまでの運行内容改善の経緯

【ニーズ】（南区アンケート結果等）

・通勤・通学の便を確保してほしい
【現状】
・通学利用等で⼀定の利用がある

現在のニーズと利用状況

通勤・通学利用のため定時定路線バスを確保し運行朝・夕

日中
AIを活用し効率化した予約型の乗合バスを運行

● 乗降場所・時間を選びアプリや電話で簡単に予約

● 予約内容からAIが効率的な運行ﾙｰﾄ・配車を決定

〇日中の公共交通の利便性を高め利用者を増やし運賃収入を増加
〇役割分担や乗り換えにより地域公共交通の利用を促進
持続可能な運行に

【ニーズ】（南区アンケート結果等）
・買物・通院等個々の需要に合わせて
移動したい
【現状】
・バスの運行便数、利用者が少ない
・予約型乗合タクシーは予約に時間が
かかる等

朝・夕 日中

⽩根-曽根線

⽉潟住⺠バス

南区バス

予約型乗合
タクシー

同じ事業者・同
じ車両で運行

【運行イメージ】

※収支率：約6%
(市内ﾜｰｽﾄ2位）

※利用者0の便が多い

※②のすき間運行
※1往復/日運行

新

改善の方向性

①南区バス
（７ルート）

※収支率：約17%
(全区ﾜｰｽﾄ1位）

※ほとんどが1〜2往復便
まで減便済み

②⽩根-曽根線
（市単補助バス）

③⽉潟住⺠バス

④予約型乗合タクシー
※収支率：約18%
※乗合率が低く、同じ人が利用
（5人程度）
※行先が制限されている
※予約に時間がかかる等不便

利便性が上がらず、利用者数は増えず、運賃収入の増加も見込めない

今後の改善の方向性

結果

改善

・既存バス停の他、地域住⺠
意見を基にした簡易バス停
を増設

【利用者メリット】
・便数、乗降場所の増加
・希望する時間帯、停留所
で自由に利用可能

・予約が必要だが、簡単に
予約可能

【市メリット】
・予約がある時間のみ運行し
経費削減が可能

・市⺠の声を反映した運行が
可能

◎全国でも多くの成功事例のある
「AIを活用した予約型乗合バス」を採用
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通勤・通学の利用が多い路線を
定時定路線バスとして運行

AIを活用し効率化した予約型乗合バスを運行
運行範囲を４つのエリアに分け以下の範囲で面的に移動可能
●9,10,11,13,14,15時台の6予約便が利用可能（曽根ｴﾘｱを除く）
●運行開始の1時間前までに電話またはアプリで予約が必要

運行内容
平日の朝・夕（6時～9時、16時～20時） 平日・土休日の日中（９時～16時）

■乗降場所(調整中)
・既存バス停
約260か所

・簡易バス停
約100か所

北部南部重複箇所

昨年度の地域意見交換会等でご意見が
あった燕三条方面への接続については、
既存公共交通(特にタクシー)とのすみ
わけ等について関係者と調整を継続中。
実証運行は、上記４エリアで開始予定。

変更概要

⽩根-曽根線

南区バス

南区バス

運行方法 各
エ
リ
ア
間
の
移
動
可
否

利用の流れ（電話予約の場合）

⼤
野
⽩
根
線
と
の
す
み
わ
け ⽩根桜町

⼤野-⽩根線の停
留所間を予約型
乗合バスで移動
することは不可

予約型乗合バス停留所

⼤通⼀丁目

乗降場所のどちらか
⼀方だけが⼤野-⽩根
線の停留所となる場
合は予約型乗合バス
で移動可能

路線バスとの役割分
担により、持続可能
な地域交通を実現
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※同路線との他重複バス停も同様（能登〜日の出町など）

※電話でタクシーを呼ぶ場合とほぼ同じイメージです。

■各乗降場所間を
予約に合わせ、こ
れまでのルートに
縛られず効率的に
移動（各エリアか
ら中心部エリアへ
は12km以内で移
動可能）

■⼤野⽩根線を優先
的に利用して頂く



実証運行期間の運賃と割引サービス

■基本運賃（実証運行期間）

「乗車場所」と「降車場所」を直線距離で結んだ距離に応じて運賃を決
定します。

10～12
km未満

6～10km
未満

2～6km
未満

0～2km
未満

700円600円500円400円大 人

350円300円250円200円小学生

■距離別利用状況と既存バス(乗合タクシー)運賃との比較
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10⽉頃
〜実証運行開始(予定)〜

実証運行期間
利用状況の検証
・運行形態の見直し
・乗降場所の追加・変更等

１年後
〜本格運行開始〜

10時 17時 18時 19時

南区バス

11時 12時 13時 14時 15時 16時6時 7時 8時 9時

南区乗合タクシー

白根－曽根線

月潟住民バス

運行時間

廃止

廃止

変更なし
(路線バス運行)

変更なし
(路線バス運行)

変更なし
(路線バス運行)

運行車両

見直し対象路線

9⽉頃〜 利用者説明会
それぞれの地域で電話やアプリ

での予約⽅法など利用者向け説明
会を開催します。

朝夕の南区バス、⽩根・曽根線の
路線バスを日中も活用。予約が多く
なれば臨時タクシーを追加で配車。

中心部エリア 9時便 10時便 11時便 13時便 14時便 15時便

11時便

曽根エリア 9時便 10時便

予約型
乗合バス

北エリア 9時便 10時便

南エリア 9時便 10時便 11時便 13時便

16時便 17時便

13時便 14時便 15時便

14時便 15時便

18時便11時便 13時便 14時便 15時便

予約により運行
（平日のみ）

【９時〜16時】の時間帯は予約による1時間ごとの運行
（AIを活用し効率化した予約型の乗合バスに移行）

※車両は上記運行車両をそのまま活用

今後のスケジュール

〇⼩型バス2台
〇ハイエース2台
〇臨時タクシー4台
（最⼤）

5※⼟休日及び曽根エリアの16〜18時便は臨時タクシー車両で運行



資 料 編
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柏崎市

上越市

五泉市

阿賀野市

南魚沼市

妙高市

胎内市

三条市

■ AIによる予約型交通の全国導入状況
・国⼟交通省では令和元年〜令和５年の５年間で、129の導入に対して支援を実施。
・令和６年度までで259の自治体が採用するなど、近年は導入自治体が増加傾向。
・新潟県内においても現時点で13市町村が採用しており、⽣活交通改善における主な手法となっている。

：国⼟交通省支援（R元〜R5）

：新潟県内導入（R8.4⽉現在）

※国⼟交通省資料より抜粋したものを⼀部加工

加茂市

小千谷市 魚沼市

【参考】AIによる予約型交通 ＜全国・県内の状況＞
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【参考】AIによる予約型交通 ＜AIオンデマンド交通の他都市事例＞

出展：AIオンデマンド交通研究会HP
Via Mobility Japan㈱資料

■AIオンデマンド交通導入事例
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１．南区バス

【参考】現在の利用状況 ＜南区バス、⽩根−曽根線＞

※R6年度乗降データより
継続
運行利用者ゼロの割合平均利用者数

（定員34〜35人）ダイヤ便ルート
（R6収支率）

○(50/243便）21%5.0人平日7：41発1便

北部
✕(7/243便）3%5.5人平日9：00発2便

✕(7/243便）3%4.0人平日12：00発3便

○(15/243便）6%3.5人平日16：31発4便

○(4/243便）2%12.8人平日7：31発1便
⼤鷲 ○(31/243便）13%3.8人平日15：15発2便

○(7/243便）3%12.8人平日6：23発1便

さつき野
○(8/243便）3%5.1人平日7：26発2便

○(17/243便）7%4.9人平日17：31発3便

○(20/243便）8%4.1人平日18：44発4便

✕(5/243便）2%5.5人平日8：47発1便
新飯田 ✕(10/243便）4%3.9人平日12：07発2便

✕(23/243便）9%2.1人平日10：00発1便
庄瀬 ✕(43/243便）18%2.0人平日13：00発2便

○(19/243便）8%5.3人平日6：30発1便
東部 ○(24/243便）10%3.2人平日17：15発2便

✕(17/243便）7%2.8人平日9：00発1便

ぐるりん号

✕(10/243便）4%3.9人平日9：30発2便

✕(8/243便）3%3.3人平日10：00発3便

✕(6/243便）2%3.7人平日10：30発4便

✕(5/243便）2%3.8人平日11：00発5便

✕(6/243便）2%3.3人平日11：30発6便

✕(14/243便）6%2.7人平日12：00発7便

・継続利用「〇」の便 定時定路線バスのまま
・継続利用「×」の便 AI予約型乗合バスに移管
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２．⽩根−曽根線

継続
運行

利用者ゼロの便数割合平均乗車
人数ダイヤ

R7.1R6.6

〇7/19（37％）4/20（20％）1.1人平日6:52発

往
路

×10/1（53％）11/2（55％）0.8人平日13:20発

×3/19（16％）4/20（20％）1.4人平日15:55発

×8/19（42％）11/2（55％）0.7人平日18:22発

×7/11（64％）4/10（40％）0.7人⼟休日9:20発

×10/1（91％）9/10（90％）0.1人⼟休日15:55発

〇1/19（5％）0/20（0％）3.7人平日7:45発

復
路

×9/19（47％）15/2（75％）0.7人平日14:20発

×9/19（47％）8/20（40％）0.9人平日16:48発

×6/19（32％）10/2（50％）0.7人平日19:05発

×4/11（36％）5/10（50％）0.9人⼟休日10:10発

×4/11（36％）6/10（60％）0.9人⼟休日16:48発

※R6.6及びR7.1乗降データより



１．⽉潟住⺠バス（⽩根−曽根線の合間運行）

利用者ゼロの
便数割合平均乗車人数ダイヤ

0％6.5人平日8:54発往
路

0％4.8人平日11:49発復
路

※R6.11（7日間）及びR7.1（9日間）乗降データより

【参考】現在の利用状況 ＜⽉潟住⺠バス、南区乗合タクシー＞

すべての運行を、AI予約型乗合バスに移管

10

２．南区乗合タクシー

利用者数利用頻度

1人週に5回以上

0人週に4回

0人週に3回

1人週に2回

3人週に１回

17人月に1回

68人年に数回

90人合計

※R6年度乗降データより

西区方面の
停留所の利用

2人以上での
利用率
（乗合率）

予約に応じた
運行便数

累計利用者数運行エリア

ー8%49便53人臼井

ー7%153便165人小林

ー0%17便17人大郷

ー30%458便654人新飯田・茨曽根

ー8%97便106人庄瀬

ー3%150便154人根岸・白根

ー19%43便53人鷲巻

15件
（約1人/月）

20%967便1,202人合計

利用者別に
分析

平日・土休日すべて、AI予約型乗合バスに移管



潟東出張所からのおおよその運賃 ※運賃は実証運行期間の金額です。本格運行時には変更がある場合があります。
※実際にはバス停間の直線距離をシステム上で読み取り、運賃が決まりますので
この資料と多少の誤差が生じる場合があります。

10～12
km未満

6～10km
未満

2～6km
未満

0～2km
未満

バス停間の
直線距離

700円600円500円400円大人

350円300円250円200円
高齢者割引※１

障がい者割引※２

600円500円400円300円中高生割引

350円300円250円200円小学生

180円150円130円100円
小学生

（障がい者割引）※２

その他、アプリ割引を検討中
※1 65歳以上の方でシニア半わりりゅーとまたはシルバーチケットの提示が必要
※2 手帳の提示が必要

■運賃表（実証運行期間）

各
エ
リ
ア
間
の
移
動
可
否



越後曽根駅からのおおよその運賃 ※運賃は実証運行期間の金額です。本格運行時には変更がある場合があります。
※実際にはバス停間の直線距離をシステム上で読み取り、運賃が決まりますので
この資料と多少の誤差が生じる場合があります。

10～12
km未満

6～10km
未満

2～6km
未満

0～2km
未満

バス停間の
直線距離

700円600円500円400円大人

350円300円250円200円
高齢者割引※１

障がい者割引※２

600円500円400円300円中高生割引

350円300円250円200円小学生

180円150円130円100円
小学生

（障がい者割引）※２

その他、アプリ割引を検討中
※1 65歳以上の方でシニア半わりりゅーとまたはシルバーチケットの提示が必要
※2 手帳の提示が必要

■運賃表（実証運行期間）

各
エ
リ
ア
間
の
移
動
可
否



差額新運賃
(ｼﾆｱ半割)

現運賃
（ｼﾆｱ半割)地区

+190
(+90)

400
(200)

210
(110)
南区バス

⽩ 根
中心部

2km

曽根駅

差額新運賃
(ｼﾆｱ半割)

現運賃
（ｼﾆｱ半割)地区

+390
(+190)

600
(300)

210
(110)
南区バス

新飯田

10km

差額新運賃
(ｼﾆｱ半割)

現運賃
（ｼﾆｱ半割)地区

+60
(+30)

600
(300)

540
(270)

⽩根-曽根線

曽根駅

10km

差額新運賃
(ｼﾆｱ半割)

現運賃
（ｼﾆｱ半割)地区

+290
(+140)

500
(250)

210
(110)
南区バス

下茨
庄瀬

6km

差額新運賃
(ｼﾆｱ半割)

現運賃
（ｼﾆｱ半割)地区

+390
(+190)

600
(300)

210
(110)

南区バス

⼤ 通

8km

南区役所

新旧運賃比較

ぐるりん号

日中利用がみられる主なバスにおいて負担が⼤きくならないように配慮⇓
⻑距離低減方式を採用

差額新運賃
(ｼﾆｱ半割)

現運賃
（ｼﾆｱ半割)地区

+200
(+100)

500
(250)

300
(150)
⽉潟

住⺠バス

⽉潟

6km

※運賃は実証運行期間の金額です。本格運行時には変更がある場合があります。


